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個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

本日公表の 2023年３月期（2022年４月１日～2023年３月 31日）の個別業績につきまして、前

期実績値との間に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023年３月期個別業績と前期実績値との差異（2022年４月 1日～2023年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

2022 年３月期実績

（Ａ） 
5,056 △282 421 35 6.74 

2023 年３月期実績

（Ｂ） 
5,866 63 35 △12 △2.29 

増減額（Ｂ－Ａ） 809 346 △385 △48  

増減率（％） 16.0 － △91.5 －  

 

２．差異の理由 

2023 年３月期の業績につきましては、売上高は 2022 年３月にまん延防止等重点措置の行動制

限が緩和され、徐々に経済活動の回復の兆しが見られました。また年初からの人流の活発化や人々

の意識変化、さらに当社が注力する QSC の改善と魅力あるサラダバーの高付加価値化の取り組み

により集客効果が向上したことで来店客数は回復し、売上高は前年を大きく上回っております。 

損益面につきましては、2022 年６月及び 2023 年２月に一部メニューの価格改定を行ったもの

の、原材料の仕入価格の高騰やエネルギー価格の高騰による水道光熱費・物流費・人件費などの

あらゆるコスト上昇により厳しい経営環境が続いております。また、時短協力金制度の廃止や本

日公表の「特別損失の計上、及び通期業績予想と実績値の差異に関するお知らせ」に記載のとお

り、特別損失を計上したことにより、経常利益、当期純利益は前年を下回る結果となりました。 

以 上 

 


